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1. はじめに 

降水量ごとの写真の多寡を，地図上に色や濃

淡で表現するシステムに，倉田らの「観光ポテ

ンシャルマップ」[1](図 1．2 章で詳述)がある．

しかし，雨の日の観光支援機能は，現状では充

分とは言えない． 

本稿では，観光先での雨に対応したシステム

を提案・開発する．具体的には，①降水量の目

安ごとの観光ポテンシャルマップの表示，②静

的特性に基づく雨の日向きの観光スポットの表

示，③行動範囲の縮小を踏まえた，基準点から

の距離制限によるスポットの表示，の三つの機

能である．これら三機能により，突然の雨によ

り事前に予定していたプランに変更の必要が生

じたとしても，観光者の予定変更を効率的に支

援することを目指す． 

 
図 1 写真の多寡による観光ポテンシャルマップ[1]. 

 

2. 先行研究 
文献[1]では，観光地内各所の見所度合い(＝

「観光ポテンシャル」と命名)を推定し，地図上

に可視化する研究を行っている．具体的には，

写真共有サイト「Flickr」に投稿された位置情

報付き写真の撮影点密度を，ヒートマップとし

て可視化している．しかし，図 1 左ペインのス

ライダー(赤四角部)で指定した降水量に依存し

ての，観光ポテンシャルマップの切り替えに留

まっている．降水量を数値のままで扱われても，

観光者にとってわかりやすいとは言えない． 

サイト[2]では，降水量の数値をイメージしや

すくするために，わかりやすい言葉で分類・説

明している． 

サイト[3]では，雨でも観光を楽しむコツや過

ごし方を，活用可能なスポットを含めて紹介し

ている． 

3. 提案手法 

3.1 雨の日の観光の支援方式 

3.1.1 機能①：降水量の目安ごとの観光ポテンシ

ャルマップの表示 

まず天気の良し悪しで分けて表示し，さらに

選択した降水量，および，その目安[2]ごとに観

光ポテンシャルマップを表示可能にする．また，

地図上にマーカーを表示し，クリックすると選

択した降水量およびその目安時に撮影された写

真とスポット名が表示されるようにする．ここ

で，各写真の撮影時の降水量は，サイト[4]から

得る． 

3.1.2 機能②：静的特性に基づく雨の日向きの観

光スポットの表示 

サイト[3]に基づき，雨の日に耐性のあるジャ

ンルやスポットの情報を登録し，一覧で表示す

る．これにより，雨の日向きのスポットを探す

参考にしてもらう． 

3.1.3 機能③：行動範囲の縮小を踏まえた，基準

点からの距離制限によるスポットの表示 

一般に，雨天時は晴天時よりも行動が抑制さ

れ得る．そこで，雨の程度による行動範囲の変

化を踏まえ，基準点から距離を制限し，観光ス

ポットを表示する機能を設ける． 

3.2 試作システム 

図 2 は，天気が「良い」か「悪い」かの選択

で「悪い」を選択し，雨の日全体の観光ポテン

シャルマップが表示された画面である．ここで

降水量の目安のボタンをクリックすると，その

場合の観光ポテンシャルマップに切り替わる． 
 

 
図 2 機能①：降水量の目安ごとの，観光ポテン

シャルマップの切り替え表示. 
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図 3 は，選択したジャンルのスポット群が一

覧で表示された画面である． 

 
図 3 機能②：選択したジャンルのスポットの 

一覧表示画面. 
 

図 4 は，基準点からの距離を選択し，スポッ

トが表示されている画面である．基準点から近

い 1～3 位は，番号がマーカーに表示される． 

 
図 4 機能③：距離指定後の画面. 

 

4. 評価実験 

以下三つのシステムを使用して，評価実験を

行う： 

⚫ 提案システム 

⚫ ダウングレードシステム：提案システムから

各提案機能を除去したシステム 

⚫ 既存システム：機能①-③でそれぞれ[1]，[5]，

[6]を，課題タスクを踏まえて選択 

4.1 方法 

以下の課題タスクを，それぞれ制限時間を設

けて被験者に依頼する： 

⚫ 課題 1：降水量の指定された目安に当てはまる

雨の日向きのスポットを五つ，写真がたく

さん撮られている順に書き出す． 

⚫ 課題 2：指定された現在時刻，分野で，雨の日

向きのスポットを一か所書き出す． 

⚫ 課題 3：指定されたスポットからの距離が近い

順に，観光スポットを三つ書き出す． 

また，各課題終了後に，各使用システムでの

解きやすさの五段階主観的評価を依頼する． 

4.2 結果 

表 1，表 2 より，客観的評価と主観的評価の

いずれも，提案システムは最良の結果を得ら

れた．ただし課題 1 での提案手法の正解率は

78.6％に留まった．今後，原因の分析とそれ

を踏まえて改良することが望ましい． 
 
表 1 客観的評価：正答率(%)の三者比較 

 課題 1 課題 2 課題 3 

提案システム 78.6 100.0 100.0 

ダウングレード 32.9 71.4 66.7 

既存システム 4.3 28.6 14.3 
 
表 2 主観的評価：解きやすさ(1～5)の三者比較 

 課題 1 課題 2 課題 3 

提案システム 4.6 4.7 4.9 

ダウングレード 3.0 3.6 2.9 

既存システム 1.9 2.0 2.6 

 

5. 結論と今後の展望 

本稿では，観光先での雨による予定の変更を

効率的に支援するための，システムの提案・開

発を行った．紙幅の都合により省いたが，機能

④として「コインランドリー，コインロッカー，

雨具入手可スポット」の，地図上を含む検索機

能も，提案・開発した．評価実験の結果，提案

システムは有効との結果を得られた． 

今後の展望として，ⅰ)機能①④の改良を中心

とした有効性の更なる向上，ⅱ)おススメする複

数スポット間の距離を考慮した支援，ⅲ)各種デ

ータ量や被験者人数の拡充，等が考えられる． 
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